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下などいひても」とあるところから︑彼は 上人 はなく その高からざる身分が︑定子後宮 侍女の交際相手としては︑不釣り合いということであったと推察することができる︒しかもこの芳しからぬ噂は︑ほかでも い「わが上」 ︑清少納言自身に関して ことだったというのである︒　「目やすく人にゆるさるばかりの人にもあらざなる」については︑






されぬ」で校訂して︑ 「地下といった身分とはいうものの︑そう悪い家柄でもなく︑人にとやかく言われるような人でもないようなのに」︿角川文庫本・現代語訳﹀などとするか︑三巻本本文のままに「地下とはいっても無難な人で︑他から認められると う程度の人で なさそうなのに」 ︿岩波大系本・頭注﹀などとするか︑おおむねいずれかの方向に分れるよう ある︒現行の主な注釈書の中では︑岩波新大系本と角川ソフィア文庫本が前者 立場を採り︑小学館新編全集本︑潮集成本︑岩波旧大系本など 後 である︒　
ただし同じく三巻本の「ゆるさる」に拠りながらも︑集成本は「他
人にとやかく言われるような人でもないのに」と注を付すなど︑考え方は様々であるというのが現状である︒中でも注目すべきは『枕草子解環』の説で︑そこでは「動詞ユルスの語根は︑形容詞ユルシ・動詞ユルブと共通するもので︑その受身 サルは︑他人から看過されるの意である」としたうえで︑ 「アナヅラ と同じ」として 「 人に馬鹿にされるような人でもないのに」と訳出して る︒ ちらかと言えば「大目に見られる」という語感を有する「ゆるさる」を︑ 「見下される」の意味の「あなづらる」と同一視する いうの 危うく思われ︑その離れ技を敢えてしてまで「馬鹿にされ 」と解釈す ことが︑果たして当を得てい か︑はなはだ疑問と言わざるを得ま ︒　
諸注の混迷ぶりは︑いずれも「目やすく」を︑件の男性に対して








中宮から ︑急ぎの用向きででも るかのように︑ 「 『返事ただい
ま』と仰せ」があったというので︑受け取った作者はおそらくどきりとしながら︑ 「何事にか」と思って急いで開け 見たに相違ない︒その時いち早く目についたのは︑ 「大傘の絵」 あ たろう︒その柄をつかんだ手のみが描き添えられているが︑人は見えない︒そ しての下には︑ 「山の端明けし朝より」としたためてあったというのである︒この謎掛けの︑文字化されている部分が七音・五音の構成になってい と ろを見ると この大傘の絵が五音から成る語の代用と見なせよう︒　
通説では︑これが藤原義孝の「あやしくも我が濡れ衣を着たるかな





















大・中・少将の異名ともなる︒この歌でも「三笠の山を人に借られ」るという表現で︑親王が左近衛少将である義孝 騙っ 女性を訪れたことを非難しているが︑同時に「傘」の意を響かせ︑傘を持って行かれて迷惑 したという苦情の謂い もなっている︒あなたが「三笠山︵
＝
少将義孝︶ 」と名乗って彼女の所に行ったために――あなたに
「傘」を持って行かれてしまったおかげで︑雨に降られて︑私は濡れ衣を着せら る になったと うわけであ ︒　
具合の悪い男性を通わせたと噂された女性の困惑と︑女性のもと
通ったと嘘を言われた男性の憤懣という立場 違いはあるものの︑事実無根のこ 言い立てられたという一首の状況が︑今回の清 納言の場合と相似している点に注意し い︒　
この歌は『拾遺集』に入集しているところから推して︑当時の人口
に膾炙されたものであったと思しい︒作者 義孝は︑一条摂政藤原伊
尹の子︒父親譲りの美貌と歌才とで知られるが︑豪奢で派手好みだったとされる父とは対照的に︑慎み深い性格であったと伝えられ︑信仰心に篤く仏道に深く帰依する逸話が多い︒容姿端麗と立居の風雅さは︑ 『大鏡』 ︿伊尹伝﹀の絶賛するところ あるが︑天延二︵九七四︶年に流行病のため︑惜しまれつつ二一歳の若さで早逝した︒その病で︑同母兄の挙賢も同日の内に亡くなっているが︑朝方に没した挙賢を「前少将」 夕方に息を引き取った義孝を「後少将」と呼んで 世間の嘆きもひとかたならぬも があったと伝えられている　
その雅男・義孝の詠であるから︑その作歌状況についても︑多分に
歌物語化された︑いわゆる「打ち聞き」として語り伝えられていた想像される︒同時代の宮廷女性たちの間では︑相当に知られていたと思しい︒だからこそ中宮は︑女房 ちと知識 共有しているこの和歌を踏まえ︑大傘の絵と「山の端」という言葉から︑そこ 敢えて空白のまま提示した「三笠山」という山名を 想起するよう相手 求め得たのである︒　
おそらく細殿の清少納言の局から朝帰りした男の噂を聞きつけた定
子中宮は︑その真実味を疑った であろう︒そうしてその人物が「暁に傘さして出でける」という状況から︑件の義孝の和歌の趣と 類似に思い至った上で︑それが根も葉もない浮名―― 濡れ衣 であるという弁明ができるよう 少納言に機会を与えようとしたのであろ ︒ただしそれは︑真顔で泣かぬばかり 我が身の潔白を訴える といった
体てい
であってはならない︒それではあまりにも野暮過ぎるというも















されて興味深い︒先述のごとく第一に眼に入って来たのは︑おそらくは特徴的な「大傘の絵」であったろうから︑まずは一瞬どきりとしたことであろう︒続いてその下に︑ 「山の端明けし︙︙」という言葉読み取るや︑ただちに中宮 謎掛け 意図に気付いて 「苦しけれど︑をかしく」 ︑――つらいとも︑またおもしろくも感じられたと言うのである︒　
傘の絵は︑細殿から「びんなき人」が「暁に傘さして出で る」と
いう噂を踏まえた発言だということは明らかである︒例の芳 からぬ噂が︑中宮の耳にも届いているのは確実だ――ということは 多分天皇をはじめ︑多くの殿上人の知 所である可能性 あるということにほかならない︒困ったことであ ︒　
しかしながらこのことは同時に︑中宮から差し出された「救いの







したい︒第一の挑発 しては︑傘の絵の謎掛けをいかに読み解くかという問いかけであることは言うまでもない︒そうしてこの解 に成功すると︑同時にその解答自体が︑第二 挑発として機能してくるのである︒　
大傘の絵の判じ物は︑先述のごとく「三笠山」と読み得るが︑そう
読んでみると︑今度は五音・七音・五音で構成される和歌の上の句の様相を呈するからである︒和歌の上の句を「本」 ︑下 句を「末」と言い︑これを別々の人が詠みあうことを「連歌」――後世 五〇句・一〇〇句と続けて詠む「長連歌︵鎖連歌︶ 」に対して 特に「短連 」と称する︒通常和歌というものは 本と末とが揃って完結する文芸であるから︑本の句でも末の句で ︵どちらを先に詠みかけても良いのだが︑先に詠みかける方 「前句」 ︑後から詠む方を「付 」 言う︶ ︑どちらか一方だけを提示して相手に贈 と う場合は︑須らくもう一方の句を付けて︑一首 完成させよ いう挑みかけ 見るべきである︒　
平安時代の連歌の用例は︑ほとんどがこの短連歌であり︑当事者間





五音から成る「本」の句であるから︑七・七の「末」を付けなくてはならない︒中宮から贈られてきたのは︑義孝の「あやしくも」の一首を踏まえた前句であるから︑付句の方も同じ歌に関わった詠み方をするのが順当であろう︒この一首は︑詠み手の潔白を訴える 濡れ衣」という言葉を含んでいることが特徴で 先述 ごとくこ 歌を選択した段階で︑中宮はすでに噂が事実無根であると考えていた とがわかる︒　
清少納言としては︑当然この「濡れ衣」 語にからんで︑自身 潔
白を訴え︑中宮の信頼に答えなくてはならない︒そ うえ前句の方法に対応させ べく︑何らかの形で「絵」を組み合わせた「判じ物」的趣向 仕立てる必要もあるわけである︒そこで作者 考えだした が雨の絵︒別の紙に︑ひどく雨の降ってい 景を描き︑そ 下に「ならぬ名の立ち けるかな」と書きつけた である︒雨の絵に続けて詠むことで︑ 「雨が降りだす代わりに︑私の浮名が立ってしまいました」という意味になる　
さらに「さてや︑濡れ衣にはなりはべらむ」と言葉を継いで見せ



































































































































北の方である時姫一行も出ていた︒それと見て︑作者はわざわざその向かい側に自分たちの車を停めさせ このあ りから︑すでに正室である相手に対する対抗意識が露わに示され︑この後 展開の穏やかならざることを予感させる︒　
行列を待つまでの時間が手持無沙汰に感じられて︑作者は時姫に対






























でもなく兼家であることは自明である︒だ す ばこの夜︑彼は作者のもとを訪れたということになる︒おそらくはそのことは︑事前に知らされていたことであろ ︒ 「逢ふ日」の祭という特別な日に 彼が一緒に夜を過ごそうと思った女は︑この私 って︑彼女ではないのだ」――そんな自信に裏打ちされて︑祭見物に出かける気分も軽かったろうし︑車中にあっ 橘を使って「あふひとか聞けどもよそに」どと︑時姫に詠みかける悪戯心も起こってきたのであろう︒　
このように︑うわべはにこやかな笑顔を見せ合いながら︑交わされ





















り︑どこかに一緒に出掛ける連れでも待っていると思しく停まっている︑その傍らを通って行こうとすると︑その男車の方から︑随身めいた者を使いに立てて︑こんな とを言いかけて来たというのである︒　「花見」と言えば一般に桜の花を見に行くことを指すのであるから︑ 「八月」とあるこの事件年次とは︑季節的に明らかに矛盾する︒敢えて季節はずれのことを言い掛けることで︑作者をか ってきたわけである︒　「随身だつもの」とあって︑相手の男はそれなりの身分であることがうかがえる︒自分たちの前を通り過ぎて行く女車の 御簾や下簾の様︑その下からのぞく装束の色や文様などから 乗っている女性の趣味・知性などを推量して︑風流ごと 挑みかけるのに甲斐のありそうな相手と判断してのことであろう︒　こういう時に︑無視して通過するというのも︑女性として一つの見









































































































とは言いながら︑直接の応酬はその代表をもっ なされ のだが――との間で︑連歌を詠みかけて︑相手の風流心 試みるごとき場面 多かったことがうかがえる︒　
その典型的な一例が︑ 『枕草子』 「二月つごもりごろに」の段 見え
る︒春の盛り 旧暦二月も末のころになって︑ も強く吹き空も曇って︑雪さえちらつく い 荒天の一日の出来事であった︒主
とのもりょう
殿寮の役
















が束帯の袍や︑宿直装束の直衣の懐に挟んでいる紙のこと︒ということは特別の用件を伝えるために︑用紙を選んで送る 体の手紙ではないし︑ましてや薄様紙にしたため 恋文など はないと うこと
を示す︒つまり殿上に伺候する人々の間で︑ちょっとした会話の盛り上がりから︑思い付きで女房たちに風流事を挑もうということになった︑そんな当座の手紙であることを表す料紙なのである︒　
とは言え︑わざわざ清少納言を名指して贈られた前句である︒しか


























た︒文遣いの男からは「ご返事を早く」と急かされる︒なるほど独力でかつがつ作る付句では︑たいした出来映えも期待できまいから︑その上時間まで長くかかったと っては 取り柄もなかろうということで︑ 「さはれ︵＝ええ︑ままよ どうにでもなれ︶ 」とばかりに返事をしたというのである︒　
もちろんこれは自己韜晦とも言うべき謙譲の表現であり︑相当に自
信のある付句ではあったのだろう︒だがその自信の程と︑気負いと︑それだからこそその反面の不安の心持ちと ︑ 「わななくわななく書きて取らせて︑いかに思ふらむと︑わびし」 いう記述に鮮明に表現されている︒　
ところで前句を受け取った時︑清少納言は公任の意図をただちに理





































け︑彼女たちとの間に︑風雅の精神の共有を求めたよう そんな時︑当意即妙な応答を返してよこす定子後宮の女房 ちは 殿上人たちにとって︑願ってもな 風雅の友だったのであろう︒　
このことを考えると︑ 『俊頼髄脳』に採録された次のような説話は




















しこき事 り」 いう評価でまとめられている︒ 「心疾し」とは機転が利く と︒ここ はすばやく歌を詠む力を指している︒伊勢大輔の機転によって︑危うく不風流の謗りを受け ところを救われたということになる︒　
ちなみにこの話の直前には︑小式部内侍の「大江山」歌の詠出を語
る有名な歌語り 置かれ︑ 「心疾」く歌を詠むこ の徳を讃え 構成であ ︒なるほど小式部と言えばこのほかにも︑ 『宇治拾遺物語』 「大二条殿に小式部内侍︑歌詠みかけ奉る事 ︿五―一二﹀のごとく︑即詠の説話が見えている︒また伊勢大輔にも︑ 『古本説話集』に採られて名高い「いにしへの奈良の都の」の歌語り︿九「伊勢大輔の歌事﹀があり︑いずれも即吟型 才媛と て知られていたことがうかがえ︑本話もそ 栄誉を讃 る一例である︒　
ところで件の連歌の行われた空間について︑改めて見てみたい︒話











ら︑どうしてここを代表する旗頭的存在の女房 ったと思 き紫式部を︑受け手側の女主人公として設定しなかったのかという疑問が湧いて来よう︒ 『源氏物語』作者た この才媛と︑連歌と 取り合わせが︑それほどに不似合いだったと うことであろう ︒　
この点について︑稲賀敬二氏に興味深い発言がある︒氏は式部 連




は一例もなく︑虚構 空間において連歌と う形式 風雅を描こうとしなかった点で︑意識的排斥という可能性はあろ ︒　
しかしながら︑彰子後宮の風儀の記録という意義もあったであろう





























ちが「おぼろけに 出でゐはべらず」 滅多 こ では応対にも出ないという︑奇妙な後宮が出来したのだ た︒　
来客が御簾の内に声を掛けても︑返事もなければ︑応対に出てくる






































































の夜︑赤紐の乱れたるを︑信方の中将 うれふれば」という詞書で︑実方の前句「いかなるひものよはにとくらむ」に対し︑信方の付句「あしひきのやまゐの水はさえ がら」 やり りが見える︒ちなみに同集に短連歌の例は多く︑全三四八首中二二例を数え ︒
︵

































件の連歌は『八雲御抄』に道信 伊勢大輔 作 ︑ 『耕雲口伝』には
作者名を欠落して採録され ただし『道信集』 ・ 『伊勢大輔集』には見出せない︒
︵























性」性に挑む後宮――『枕草子』 「故殿の御服 ころ」段を中心に――」 ︿同
上
　
第六五巻
　
平二八年﹀ ︑ 「行動する后の宮――『枕草子』における定子像
――」 ︿同上
　
第六八巻
　
平三一年﹀に詳しい︒
 
︵令和元年九月二十五日受理︶
藤　本　宗　利
―　　―16
